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こども医療費は、病院での

支払いが不要になります

�

鶴
ヶ
島
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及

び
休
暇
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　

国
家
公
務
員
の
勤
務
時
間
に
合
わ
せ

て
、
職
員
の
休
息
時
間
を
廃
止
し
、
勤

務
時
間
を
改
め
る
と
と
も
に
、
育
児
又

は
介
護
を
行
う
職
員
の
時
間
外
勤
務
の

制
限
に
関
す
る
規
定
を
整
備
す
る
も
の

で
す
。

�

市
長
等
の
給
料
の
特
例
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

行
財
政
改
革
の
一
環
と
し
て
、
引
き

続
き
当
面
の
措
置
と
し
て
の
市
長
等
の

給
料
月
額
の
減
額
を
す
る
も
の
で
す
。

�

ど
の
く
ら
い
の
減
額
効
果
が
あ
る

の
か
。

�

人
事
課
長　

一
年
あ
た
り
５
１
３

万
円
の
減
額
と
な
る
。

�

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

国
家
公
務
員
に
お
け
る
超
過
勤
務
手

当
の
引
上
げ
の
対
象
と
な
る
月　

時
間

６０
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を
超
え
る
超
過
勤
務
時
間
の
積
算
基
礎

の
改
定
に
合
わ
せ
、
職
員
の
時
間
外
勤

務
手
当
に
関
す
る
規
定
を
整
備
す
る
も

の
で
す
。

�

ど
の
く
ら
い
時
間
外
手
当
が
増
え

る
の
か
。

�

人
事
課
長　

平
成　

年
度
は
、　

２２

７３

時
間
で
３
万
３
０
０
０
円
程
度
と

な
っ
て
い
る
。

�

鶴
ヶ
島
市
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採

用
等
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

高
度
の
専
門
的
な
知
識
経
験
又
は
優

れ
た
識
見
が
必
要
と
さ
れ
る
業
務
等
に

関
し
、
任
期
を
定
め
て
外
部
の
人
材
を

活
用
す
る
任
期
付
職
員
の
採
用
及
び
当

該
職
員
の
給
与
の
特
例
に
つ
い
て
定
め

る
も
の
で
す
。

�

鶴
ヶ
島
市
こ
ど
も
医
療
費
助
成
金
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

�

改
正
内
容
に
つ
い
て
。

�

こ
ど
も
支
援
課
長　

医
療
費
の
一

部
を
市
が
直
接
病
院
の
窓
口
で
助

ＱＡ議案第４号議案第５号ＱＡ

別
会
計
財
政
調
整
基
金
の
廃
止
に
伴
う

収
入
等
の
補
正
を
す
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
老
人
保
健
特
別
会
計
は
、　

２２

年
度
を
も
っ
て
終
了
と
な
り
ま
す
。

�
後
期
高
齢
者
医
療

�
　

年
度
現
年
度
分
の
平
均
保
険
料

２２は
。

�

保
険
年
金
課
主
席
主
幹　

被
保
険

者
数
の
見
込
み
を
４
１
９
６
人
で

計
算
す
る
と
、
一
人
あ
た
り
の
保
険
料

は
年
額
７
万
３
６
７
１
円
と
な
る
。

�

保
険
料
の
滞
納
の
状
況
は
。

�

保
険
年
金
課
主
席
主
幹　
　

年
度

２２

当
初
は　

人
で
あ
っ
た
が
、
２
月

６３

末
の
時
点
で
は　

人
と
な
っ
て
い
る
。

４３

　

ま
た
、
滞
納
額
は
１
４
６
万
６
０
０

０
円
で
あ
る
。

�
介
護
保
険

�

介
護
給
付
費
準
備
基
金
積
立
金
の

見
通
し
は
。

�

高
齢
者
福
祉
課
主
幹　
　

年
度
末

２２

で
約
２
億
３
７
５
４
万
円
を
見
込

ん
で
い
る
。

　

ま
た
、　

年
度
に
は
約
７
５
０
０
万

２３

円
取
り
崩
す
計
画
で
あ
る
。

　

来
年
度
末
に
残
額
が
生
じ
た
場
合
は
、

　

年
度
か
ら
始
ま
る
第
５
期
に
お
い
て
、

２４保
険
料
の
低
減
に
活
用
し
て
い
く
。

ＱＡＱＡＱＡ

�
国
民
健
康
保
険

�

疾
病
予
防
推
進
助
成
事
業
の
増
額

理
由
と
要
因
は
。

�

保
険
年
金
課
長　

人
間
ド
ッ
ク
の

受
診
者
が
当
初
の
予
定
を
上
回
る

見
込
み
と
な
っ
た
た
め
、　

件
の
増
加

８５

を
見
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
受
診
者
が
増
え
た
要
因
は
、

健
康
づ
く
り
へ
の
意
識
の
向
上
と
脳
ド

ッ
ク
を
助
成
対
象
と
し
た
こ
と
に
よ
り

受
診
者
が
増
加
し
た
も
の
と
考
え
る
。

�

基
金
積
立
金
の
使
途
は
。

�

保
険
年
金
課
長　

来
年
度
の
医
療

費
等
の
支
払
い
準
備
と
し
て
、
財

政
調
整
基
金
に
積
み
立
て
て
い
る
。

ＱＡＱＡ
特　

別　

会　

計

�
老
人
保
健

　

平
成　

年
度
に
お
け
る
医
療
給
付
費

２１

等
の
確
定
に
伴
う
国
庫
支
出
金
の
償
還

に
要
す
る
経
費
及
び
一
般
会
計
繰
入
金

の
返
還
に
要
す
る
経
費
、
老
人
保
健
特

条 例

成
し
、
子
育
て
家
庭
の
窓
口
支
払
い
を

な
く
す
も
の
で
あ
る
。
対
象
者
は
、
通

院
が
小
学
校
就
学
前
ま
で
、
入
院
が
中

学
生
ま
で
と
な
る
。

�

対
象
者
の
拡
大
は
。

�

健
康
福
祉
部
長　

窓
口
払
い
の
廃

止
と
対
象
者
拡
大
の
二
つ
の
要
望

が
あ
り
、
今
回
は
窓
口
払
い
の
廃
止
を

選
択
し
た
。
今
後
、
廃
止
後
の
医
療
費

の
増
大
を
検
証
し
な
が
ら
、
早
期
に
実

施
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

�

対
象
者
へ
の
周
知
方
法
は
。

�

こ
ど
も
支
援
課
長　

新
し
い
資
格

者
証
を
郵
送
し
、
広
報
や
チ
ラ
シ

等
で
周
知
す
る
と
同
時
に
、
適
正
医
療

の
呼
び
か
け
も
行
っ
て
い
き
た
い
。

�

鶴
ヶ
島
市
老
人
保
健
特
別
会
計
財
政
調

整
基
金
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
に
つ
い

て

　

鶴
ヶ
島
市
老
人
保
健
特
別
会
計
に
お

け
る
基
金
に
よ
る
財
政
運
営
の
円
滑
化

の
必
要
が
な
く
、
老
人
保
健
特
別
会
計

に
つ
い
て
も
廃
止
と
な
る
た
め
、
鶴
ヶ

島
市
老
人
保
健
特
別
会
計
財
政
調
整
基

金
を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

�

鶴
ヶ
島
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
　

年　

月
１
日
か
ら　

年
３
月　

日

２１

１０

２３

３１

ま
で
の
出
産
に
限
り
、
出
産
一
時
金
を

暫
定
的
に　

万
円
（
４
万
円
増
額
）
と

３９

し
て
い
る
が
、　

年
４
月
１
日
以
降
に

２３

つ
い
て
も　

万
円
と
す
る
も
の
で
す
。
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